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2024 ASCO 消化器癌シンポジウム（ASCO GI 2024）におけるテロメライシンの 

化学放射線療法併用米国 Phase１医師主導治験に関する結果報告のお知らせ 

 

米国 NRG Oncology において進められています進行した食道がん及び胃食道接合部がん

を対象としたテロメライシンと化学放射線併用療法の米国 Phase1 医師主導治験（以下、「本

試験」）の中間結果報告が、ASCO 消化器癌シンポジウム（開催地：San Francisco, CA、期間：

2024 年１月 18 日（木）～１月 20 日（土）、以下 ASCO GI ）で発表されましたので、お知ら

せいたします。なお、この度の主な発表内容は、2023 年８月 10 日プレスリリースで皆さまへ

既にご報告しているとおりです。 
 

【サマリー】 
 

1. 評価可能な６例の全ての症例において、主要評価項目である用量制限毒性（DLT）は

認められませんでした。 
 

2. 「テロメライシン 及び／又は 化学放射線療法」と関連のある Grade３の有害事象は

６例中５例に発現しました。 

① 好中球数減少   ：３例 

② リンパ球数減少  ：２例 

③ 白血球減少   ：２例 

④ 発熱 ：１例 

⑤ 疲労 ：１例 
 

3. テロメライシンと“明確に/ definitely”または“多分/ Probably”関連のある有害事象は

４例に発現しましたが、何れも Grade１または Grade２でした。 
 

【結論】 
 

本試験では、評価可能な６例全ての症例で、主要評価項目のDLTが認められなかったため、

テロメライシンと化学放射線療法との併用における安全性が示唆されました。本試験は、次

のステップとして９例の症例を追加登録し、安全性及び有効性の評価が行われますが，既に

4 例の追加症例に投与が行われています。 
 

 ASCO GI は、世界中から多くの参加者が集まる消化器癌における重要な学会です。当社は

今後も、米国を中心とした世界各国の医療機関との連携を深め、テロメライシンのプレゼン

スの確立を目指してまいります。 

本試験の詳細は https://clinicaltrials.gov/study/NCT04391049 をご覧ください。 
 

 なお、本件による 2024 年 12 月期の当社業績への影響はありません。 
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